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基礎基本を含む活用力を育成する教材集

算数小学校４年
は　じ　め　に

　福岡県教育委員会では、児童生徒に国語、算数・数学における基礎基本を含む活用力（基礎的・
基本的な知識・技能及び思考力、判断力、表現力等）を育むとともに、地域間の学力向上の取
組の差を解消することを目的として、平成２５年度から小学校５年生～中学校３年生向けの国
語、算数・数学の教材集を作成・配布しました。各学校においては、教材集を授業等で繰り返
し活用し、取組の改善が図られてきました。
　また、平成２８年度からは、学力向上に係る検証改善サイクルを小学校中学年から一層計画
的に推進するために、小学校４年生向けの教材集を新たに作成してきました。
　この度、学習指導要領（平成２９年告示）の全面実施を受けて、教材集の改訂を行いました。
各学校では、授業の中だけでなく、朝の学習の時間や家庭学習等における補充・発展問題とし
ても活用していただいているところですが、更に、各問題の特質に応じて、先生方の授業づく
りや校内研修の際の参考資料としても活用され、基礎基本を含む活用力の向上に役立てていた
だくことをお願いします。

令和６年３月
福岡県教育委員会　

令
和
六
年
三
月
改
訂

追
補
版
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4年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

単元「整数の表し方」　A問題

　　次の 　　　 にあてはまる数を，数字で書きましょう。

　（１）　１０億
おく

を２３こ集めた数は， 　　　 です。

　（２）　１兆
ちょう

を８こ，１００億を５こ，１０００万を２こ

　　　あわせた数は， 　　　 です。

　（３）　９６億は，１００万を 　　　 こ集めた数です。

　（４）　３７０兆を１００でわった数は， 　　　 です。

　　４６－１７＝２９，４６×１７＝７８２を使って，次の計算の答えを求
もと

めましょう。

　（１）　４６０万－１７０万	 （２）　４億６０００万－１億７０００万

　（３）　４６兆×１７	 （４）　４６０億×１７００

　　次の数について答えましょう。

　（１）　一兆の位
くらい

の数は何ですか。

　（２）　９は何の位の数字ですか。

　（３）　２は，何が２こあることを表していますか。

　（４）　アの３が表す数は，イの３が表す数の何倍ですか。

１

２

３

　　６７９０３２８５４３００００
　　　　　　↑　　　　↑
　　　　　　ア　　　　イ
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4年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

単元「がい数と四捨五入」　A問題

　　四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して，千の位
くらい

までのがい数にしたとき，５００００になる整数を次の１から５の中からす

べて選
えら

んで，その番号を書きましょう。

　１　４８９００　　２　４９８００　　３　５０２００　　４　５０７００　　５　５１２００

　　次の数を〔　　〕の位で四捨五入して，がい数に表しましょう。

　（１）　６３８４９〔十の位〕　　　　　　　　　　　（２）　８０９５２６３７〔一万の位〕

　　次の問題に答えましょう。

　（１）　四捨五入して，百の位までのがい数で表すとき，次の数を整数で書きましょう。

　　　①　５００になる数のうち，いちばん小さい数

　　　②　７４００になる数のうち，いちばん大きい数

　（２）　一の位で四捨五入すると２７０になる整数のはんいは，いくつからいつくまでですか。

　　コピー用紙が５９９３まいあります。１４５まいずつのたばにすると，約
やく

何たばできますか。

　それぞれの数を上から２けたのがい数にして見
み

積
つ

もりましょう。

　　右の表は，あきらさんの学校で，月曜日から水曜日

までの間に集めたあきかんの数を，曜日ごとに表した

ものです。全部で約１０００こ集めるには，あと約何

百こ集めればよいですか。それぞれの曜日に集められ

たあきかんの数を上から１けたのがい数にして，求
もと

め

ましょう。

１

２

３

４

５ ３日間で集めたあきかんの数
曜日 集めたあきかんの数（こ）

月 １０４

火 ２８５

水 ３１７
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4年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

単元「がい数と四捨五入・小数のわり算」　Ｂ問題

　　次のレポートは，福
ふく

岡
おか

県と東
とう

京
きょう

都の人口について，えいじさんが調べたものです。

福岡県と東京都の人口について

� ４年２組　上原えいじ

１．調べてみようと思ったわけ

　私たちのくらしている福岡県の人口は，全国の都道府県別に見ると，多い方から９番目です。

　私は，日本の中でももっとも人口が多

い東京都とどのくらい人口がちがうのか

や，２つの地
ち

域
いき

の人口の変
へん

化
か

について調

べてみたいと思いました。

２．福岡県と東京都の人口

　２０００年の東京都には，福岡県の人口の約
やく

２.４倍の人がくらしていました。２０２０年の

東京都には，福岡県の人口の約 　ア　 倍の人がくらしています。２つの地域の人口の変化を調

べると，２０００年から２０２０年までの２０年の間に，どちらの地域でも人口はふえているこ

とがわかりました。

　（１）　２０００年の福岡県と東京都の人口を，それぞれ上から２けたのがい数で表しましょう。

� 福岡県　　　　　　　　　　　　　　人　　　東京都　　　　　　　　　　　　　　人

　（２）�　２０２０年の東京都の人口は，２０２０年の福岡県の人口の約何倍ですか。それぞれ一万の位
くらい

を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して十万の位までのがい数にしてから計算して，上の 　ア　 にあてはまる数を，小

数第二位を四捨五入して，小数第一位まで求
もと

めましょう。

� 約　　　　　　　　　　　倍

　（３）�　東京都の２０００年から２０２０年の間にふえた人口は，福岡県の２０００年から２０２０年

の間にふえた人口の約何倍ですか，式と言葉を使って説
せつ

明
めい

しましょう。ただし，それぞれの地域

の人口を一万の位までのがい数にして計算し，答えは小数第二位を四捨五入して，小数第一位ま

で求めましょう。

１

２０００年と２０２０年の福岡県と東京都の人口（人）
２０００年 ２０２０年

福岡県 　５０１５６９９ 　５１３５２１４

東京都 １２０６４１０１ １４０４０７３２

（説明）

（答え）
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4年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

単元「わり算の筆算」　Ａ問題

　　次のわり算で，商を一の位
くらい

まで求
もと

め，あまりがあるときはあまりも求めましょう。

　　右は６５８÷４を筆算で計算したものです。また，下の文は，この計算が

正しいことをたしかめる方法の説
せつ

明
めい

です。文のア，イ，ウにあてはまる数を

書きましょう。

　　右の計算のたしかめでは，４× 　ア　 ＋ 　イ　 を計算して，その答えが

　 　ウ　 になれば，商やあまりは正しいといえます。

　　　　ア 　 　　　　　　　　イ 　 　　　　　　　　ウ 　 　　　　　　　

　　右のわり算について，■にどんな数字をあてはめたとき，商が２けたにな

りますか。あてはまる数字をすべて答えましょう。

　　４L９dLの水があります。３dLずつペットボトルに入れていくと，３dLの水の入ったペットボ

トルは何本できて，何 dLの水があまりますか。

　　ようこさんは，１３０ページの本を読んでいます。１日に８ページずつ読むとすると，すべて読み

終えるのに何日かかりますか。

１

２

３

４

５

　（１）　　　　　　　　　　　　　（２）　　　　　　　　　　　　　（３）

　　　　２６　７８　　　　　　　　　　５４　８３１　　　　　　　　　３９　４９５６

　   1 ６４
4　６５８
　   4
　   2 ５
　   2 ４
　       １８
　       １６
　       　２

6　■５８

（本できて）　　　 　　　（dLあまる）
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4年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

単元「小数のしくみとその計算」　Ａ問題

　　次のア，イ，ウの目もりが表す数を書きましょう。

　　　   　ア　　 　　　　　　　　　　　イ　　 　　　　　　　　　　　ウ　　 　　　　　　　　　

　　次の 　　　 にあてはまる数を書きましょう。

　（１）　５０１９ɡを kɡの単
たん

位
い

で表すと， 　　　 kɡです。

　（２）　２.９より０.０３小さい数は， 　　　 です。

　（３）　６.３７を１００でわった数は， 　　　 です。

　　次の商を，四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

で， 　 の位
くらい

までのがい数で表しましょう。

　（１）　１３÷７　　　　　　　（２）　１１５÷３０　　　　　　　（３）　２６.６÷４５

　　次の計算をしましょう。（７），（８）は，わり切れるまでしましょう。

　（１）　５.６３＋３	 （２）　３.７＋１.４８

　（３）　１５－６.０２	 （４）　４.１－０.８２

　（５）　８.１９×３０	 （６）　０.２３×７４

　（７）　０.７２４÷４	 （８）　２.４÷２５

　　ゆうきさんは８０cmのリボンを持っています。しゅんきさんは４０cmのリボンを持っています。

しゅんきさんのリボンの長さは，ゆうきさんのリボンの長さの何倍ですか。

１

２

３
１
10

４

５

2.09 2.1 2.11 2.12

ア イ ウ
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4年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

単元「小数のしくみとその計算」　Ｂ問題

　　ひとみさんのクラスでは，４人ずつ６つのグループに分かれて，図工の時間にねん土で作品を作る

ことになりました。今回は，それぞれのグループでの共
きょう

同
どう

作
さく

品
ひん

を１つと，一人一人がそれぞれ自分の

作品を１つずつ作ります。学級委員のひとみさんは，まず，そのときに使うねん土の分け方について

話をしています。

　（１）　１つのグループに分けるねん土の重さは，何 kɡですか。求
もと

める式と答えを書きましょう。

　　次に，ひとみさんとこうたさんは，共同作品用のねん土と，一人一人の作品用のねん土の分け方に

ついて話をしています。

　（２）　こうたさんが計算した式のアの下線部は，何の量を表していますか。

　　こうたさんは，１人分のねん土の重さを求めるとき，次のように考えました。

　（３）�　こうたさんの求め方はイの下線部がまちがっています。イの下線部を正しくした正しい求め方

を説
せつ

明
めい

しましょう。また，ウにあてはまる正しい答えを書きましょう。

６

ひとみ

先生からあずかった１１.２kɡのねん土と，新しく用意した２３.６kɡのねん土を合
わせて，６つのグループに同じ量

りょう

ずつ分けることにします。

（式）　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（答え）

ひとみ

６つのグループに分けたねん土のうち，４.２kɡをグループの共同作品用のねん土に
して，残

のこ

りをそれぞれのグループ内で同じ量ずつ分けて一人一人の作品用のねん土に

することにしました。

こうた

一人一人の作品用に使える１人分のねん土の重さがどれくらいになるかを

（１１.２＋２３.６－ア４.２×６）÷（４×６）で，求めてみようと思います。

こうた

式の前半の（　　）の部分を計算で求めると，９．６となり

ました。これを使って９.６÷２４をひっ算しました。

イ一の位に４をたてて，商を４と求めました。よって，１

人分のねん土の重さはウ４kɡです。

　　　４
２４　９.６
　　　９ ６
　   　  　０

（正しい求め方）

（答え）　１人分のねん土の重さは（　　　）kɡです。
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4年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

単元「分数」　Ａ問題

　　次の帯
たい

分
ぶん

数
すう

を仮
か

分
ぶん

数
すう

に，仮分数を帯分数か整数になおしましょう。

　（１）　2 　 	 （２）　4 　 

　（３）　 　 	 （４）　 　 

　　次の計算をしましょう。

　（１）　 　 ＋ 　 	 （２）　 　 ＋ 　 

　（３）　1 　 ＋ 　 	 （４）　1 　 ＋ 2 　 

　（５）　 　 － 　 	 （６）　 　 － 　 

　（７）　2 　 － 　 	 （８）　４－1 　 

　　右の図の全体を１としたとき，色のついた部分を表す分数を，下の１から５

までの中からすべて選
えら

んで，その番号を書きましょう。

　　１　 　 　　２　 　 　　３　 　 　　４　 　 　　５　 　 

　　ゆうとさんの家から図書館までは 　 km，図書館から駅までは1 　 kmあります。ゆうとさんの

家から，図書館の前を通って駅まで行くと，何 kmになりますか。

１
２
５

５
７

20
３

72
８

２
１
４

２
４

４
７

６
７

３
５

４
５

３
８

５
８

４
３

２
３

11
６

５
６

１
７

３
７

４
９

３

２
３

２
５

８
15

10
15

10
18

４
13
９

７
９
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4 年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

　　次の計算をしましょう。

　（１）　１６０－（５２－１２）　　　　　　　　　　  　（２）　２５×１６＋４０÷５

　（３）　８１÷（１９＋８）　　　　　　　　　　　　  　（４）　（３６＋４×９）÷８

　　次の計算をくふうしてしましょう。また，求
もと

め方も書きましょう。

　（１）　３５×１７＋６５×１７　　　　　　　　　　   （２）　９９×６２

　　「３９０dL の水が入っている水そうから，水を１５dL ずつ７回くみ出しました。水そうに残
のこ

って

いる水のかさは何 dL ですか。」という問題について，答えを求める式をたてました。式の下線部は，

何の量
りょう

を表していますか。あとの１から４までの中から１つ選
えら

んで，その番号を書きましょう。

　　　式　３９０－１５×７

　１　水をくみだした回数

　２　はじめに水そうに入っていた水のかさ

　３　水そうに残った水のかさ

　４　水そうからくみ出した全体の水のかさ

　　（１５０＋９０）×２＋５００の式で答えが求められる問題を，下の１から４までの中から１つ選ん

で，その番号を書きましょう。

　１�　１こ１５０円のりんごと１こ９０円のみかんを１組にして２組買って５００円出したときのおつ

りはいくらですか。

　２�　１５０dL のコーヒーと９０dL の牛にゅうを混ぜ合わせたカフェオレを２はい分つくって，

５００dL まで入るよう器
き

に入れたとき，よう器にはあと何 dL のカフェオレが入りますか。

　３�　１５０ɡと９０ɡの商品を１つにまとめたもの２組を，５００ɡのかごに入れたときの全体の重

さは何 ɡですか。

　４�　５００まいの紙を１５０まいのたばと９０まいのたばに分けて２たばずつつくったとき，たばに

できずに残った紙のまい数は何まいですか。

１

２

３

４

単元「四則に関して成り立つ性質」　Ａ問題

３５×１７＋６５×１７＝ ９９×６２＝
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4 年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

　　右の図のように，おはじきがならんでいます。このおはじきの数を，い

ろいろとくふうして求
もと

めようとしています。次のそれぞれの図は，おはじ

きの数を数えるのに，どのように数えるのかを考えて図に表したものです。

　　【さとるさんの考え方】　　　　　【ひなのさんの考え方】

　（１）�　【さとるさんの考え方】でおはじきの数を求めるとき，その計算方法を式に表したものを，下

の１から４までの中から１つ選
えら

んで，その番号を書きましょう。

　　　１　（２×２）×６＋１　　　２　２×３＋１　　　３　４×６＋１　　４　（２×２）×７

　（２）�　ひなのさんは，自分の考え方で図のおはじきの数を求める方法を，次のように説
せつ

明
めい

しました。【説

明】の中の 　　　 にあてはまる式を説明の下線部にならってそれぞれ書きましょう。

　　　【説明】

　（３）　みすずさんは，さとるさんやひなのさんとは別
べつ

の考え方でおはじきの数を求めました。

　　　�　みすずさんの考え方を図に表したものを，下の１から４までの中から１つ選んで，その番号を

書きましょう。

　　　１　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　３　　　　　　　　　　４

５

単元「四則に関して成り立つ性質」　Ｂ問題

点線で表した部分 　　にも，おはじきがあると考えて，まず，全体のおはじきの数を 　　で

囲
かこ

んだ部分として，６×６＝３６（こ）と数えます。しかし，点線で表した部分には，もと

もとおはじきはないので，次に，おはじきがあると考えた分の
①

　　　　　　　　　　　　　

をひき算して
②

　　　　　　　　　　　　　と求めます。

わたしは，「４×４＋６×２」を計算して，おはじきの数を求めました。

みすず
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第４学年　算数　解説資料

　　（1）■正答　２３０００００００００
　　（2）■正答　８０５００２０００００００
　　（3）■正答　９６００
　　（4）■正答　３７０００００００００００
　　（1）■正答　２９０万	 （2）■正答　２億

おく

９０００万
　　（3）■正答　７８２兆

ちょう

	 （4）■正答　７８兆２０００億
　　（1）■正答　７	 （2）■正答　１０００億の位

くらい

　　（3）■正答　１億	 （4）■正答　１０万倍

単元「がい数と四捨五入」（Ｐ . ７８）

　　■正答　２，３
　　（1）■正答　６３８００
　　（2）■正答　８１００００００
　　（1）■正答　①…４５０　　　②…７４４９
　　（2）■正答　２６５から２７４まで
　　■正答　約

やく

４０たば
　　■正答　約３００こ

単元「がい数と四捨五入・小数のわり算」（Ｐ . ７９）

　　
１．出題の趣旨

２．各設問の趣旨
　設問 （1）　�資料から必要な値を読み取り，その値を上から２桁の概数で表すことができるかどうかを

みる。
　設問 （2）　�資料から必要な値を読み取り，それらの値を十万の位までの概数にしてから正しく計算で

きるかどうかをみる。
　設問 （3）　�資料から，答えを求めるのに必要な情報を選択しながら，答えを求める過程を，概数を使っ

て説明できるかどうかをみる。
３．学習指導要領における領域・内容
　設問 （1） …第４学年「Ａ　数と計算」（2）ア（イ）
　設問 （2） …第４学年「Ａ　数と計算」（2）ア（ウ），（4）ア（エ）
　設問 （3） …第４学年「Ａ　数と計算」（2）ア（ウ），（4）ア（エ）

１

２

３

１
２

３

４
５

１

単元「整数の表し方」（Ｐ. ７７）単元「整数の表し方」（Ｐ. ７７）

東京都と福岡県の人口に関するレポートをもとに，次のことができるかどうかをみる。
・与えられた資料の値を指定された概数で表すことができる。
・与えられた資料の値を用いて，概数の計算をすることができる。
・与えられた資料の値をもとに，答えを求める過程を，概数を使って説明することができる。
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第４学年　算数　解説資料

４．評価の観点
　設問（1）（2）（3）…知識・技能
５．正答と解説
　設問 （1） ■正答　福

ふく

岡
おか

県…５００００００　　　東
とう

京
きょう

都…１２００００００
　　　　　 ■解説　上から３桁目の数を四捨五入して，上から２桁の概数にする。
　設問 （2） ■正答　（約

やく

）２.７（倍）
　　　　　 ■解説　�２０２０年の福岡県の人口と東京都の人口を，それぞれ十万の位までの概数で

表すと，５１０００００人と１４００００００人である。１４００００００÷
５１０００００＝２.７４…となるので，２.７４の小数第二位を四捨五入する。

　設問 （3） ■正答　（説明）　�【例
れい

】東京都の２０００年と２０２０年の人口は，それぞれ約１２０６万
人，１４０５万人なので，ふえた人口は，１４０５万－１２０６万＝
１９９万で，約１９９万人です。福岡県の２０００年と２０２０年の人口
は，それぞれ約５０２万人，５１４万人なので，ふえた人口は，５１４万
－５０２万＝１２万で，約１２万人です。よって，１９９万÷１２万＝
１６.５８…で，小数第二位を四

し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

すると，約１６. ６倍です。
　　　　　　　　　 （答え）　約１６.６倍
　　　　　 ■解説　�それぞれの地域で，２０００年から２０２０年までに増えた人口を一万の位まで

の概数で計算して，東京都の増えた人口を福岡県の増えた人口でわり，小数第二
位まで商を求めて，四捨五入して答えを決める。

単元「わり算の筆算」（Ｐ . ８０）

　　（1）■正答　３　　　　　　　　　　　　　（2）■正答　１５あまり２１

　　（3）■正答　１２７あまり３

　　■正答　ア…１６４　　　イ…２　　　ウ…６５８

１

２

　　　　３　
２６　７８　
　　　７８
　　　　０

　　　　１５
５４　８３１
　　　５４
　　　２９１
　　　２７０
　　　　２１

　　　　１２７
３９　４９５６
　　　３９
　　　１０５
　　　　７８
　　　　２７６
　　　　２７３
　　　　　　３
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第４学年　算数　解説資料

　　■正答　１，２，３，４，５
　　■正答　１６（本できて）１（dLあまる）
　　■正答　１７日

単元　「小数のしくみとその計算」（Ｐ . ８１～Ｐ . ８２）

　　■正答　ア…２.０９３　　　イ…２.１０６　　　ウ…２.１１９
　　（1）■正答　５.０１９	 （2）■正答　２.８７	 （3）■正答　０.０６３７
　　（1）■正答　１.９	 （2）■正答　３.８	 （3）■正答　０.６
　　（1）■正答　８.６３	 （2）■正答　５.１８
　　（3）■正答　８.９８	 （4）■正答　３.２８
　　（5）■正答　２４５.７	 （6）■正答　１７.０２
　　（7）■正答　０.１８１	 （8）■正答　０.０９６
　　■正答　０.５倍
　　
１．出題の趣旨

２．各設問の趣旨
　設問 （1）�ひとみさんの説明をもとに，１つのグループに分ける粘土の重さを求める式を考え，正確

に計算をすることができるかどうかをみる。
　設問 （2） �こうたさんが説明に用いた１人分の粘土の重さを求める式について，問題場面の内容を理

解し，説明できるかどうかをみる。
　設問 （3） �小数÷整数の筆算について，正しい部分と間違っている部分を見極め，間違っている部分

を正した説明をすることができるかどうかをみる。
３．学習指導要領における領域・内容
　設問（1）…第４学年「Ａ　数と計算」（4）ア（エ）
　設問（2）…第４学年「Ａ　数と計算」（4）ア（エ），（4）イ（ア）
　設問（3）…第４学年「Ａ　数と計算」（4）ア（エ）
４．評価の観点
　設問（1）（3）…知識・技能
　設問（2）…思考・判断・表現

３
４
５

１
２
３
４

５
６

小数の計算について，次のことができるかどうかをみる。
・問題場面の数量の関係について筋道立てて考え，小数の計算を正しく行うことができる。
・式のつくりから，問題場面の内容を読み取り，説明することができる。
・小数のわり算の筆算について，題意をもとに誤りに気づき，それを正すことができる。
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第４学年　算数　解説資料

５．正答と解説
　設問 （1） ■正答　（式）（１１.２＋２３.６) ÷６＝５.８
　　　　　　　　　 （答え）５.８kɡ
　　　　　 ■解説　先生からあずかった量と新しく用意した量の和をグループの数でわって求める。
　設問 （2） ■正答　【例

れい

】６つのグループの共
きょう

同
どう

作
さく

品
ひん

用のねん土の重さの合計
　　　　　 ■解説　�４.２×６は，１つのグループから集めた共同作品用の粘土の重さとグループの数

の積なので，共同作品用の粘土全体の重さである。
　設問 （3） ■正答　（正しい求

もと

め方）�【例】一の位
くらい

に０を，小数第一位に４をたてて，商を０.４と求め
ます。よって，１人分のねん土の重さは０.４kɡです。

　　　　　　　　　 （答え）０.４kɡ
　　　　　 ■解説　４をたてる位に注意する。商は４ではなく，０.４となる。

単元「分数」（Ｐ . ８３）

　　（1）■正答　 　　	 （2）■正答　 　　

　　（3）■正答　６ 　  	 （4）■正答　９

　　（1）■正答　 　  	 （2）■正答　１ 　  （ 　　）
　　（3）■正答　２ 　  （ 　　）	 （4）■正答　４

　　（5）■正答　 　  	 （6）■正答　１

　　（7）■正答　１ 　  （ 　　）	 （8）■正答　２ 　  （ 　　）
　　■正答　１，４

　　■正答　３ 　  （ 　　）km

１
１２
５

３３
７

２
３

２
３
４

３
７
１０
７

２
５
１２
５

２
３

５
７
１２
７

５
９
２３
９

３

４
２
９
２９
９
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単元「四則に関して成り立つ性質」（Ｐ. ８４～Ｐ. ８５）

　　（1）■正答　１２０
　　（2）■正答　４０８
　　（3）■正答　３
　　（4）■正答　９
　　（1）■正答　３５×１７＋６５×１７＝（３５＋６５）×１７＝１００×１７＝１７００
　　（2）■正答　９９×６２＝（１００－１）×６２＝１００×６２－１×６２＝６２００－６２＝６１３８
　　■正答　４
　　■正答　３
　　
１．出題の趣旨

２．各設問の趣旨
　設問（1）さとるさんの考え方を，式で表したものを正しく選べるかどうかをみる。
　設問（2）ひなのさんの考え方について理解し，おはじきの数を求める過程で，正しい式をあてはめ

て考えられるかどうかをみる。
　設問（3）みすずさんの式について，その式が意味する図を正しく選べるかどうかをみる。
３．学習指導要領における領域・内容
　設問（1）～（3）…第４学年「Ａ　数と計算」（7）イ（ア）
４．評価の観点
　設問（1）～（3）…思考・判断・表現
５．正答と解説
　設問（1）■正答　４
　　　　　　■解説　２×２＝４（こ）分の枠が７つあるので，（２×２）×７の式を選ぶ。
　設問（2）■正答　①…（２×２）×２＝８（こ）　　　②…３６－８＝２８（こ）
　　　　　　■解説　�点線で表した部分には，２×２＝４（こ）のおはじきがあると考えており，点線

で表した部分は，左右に２か所あるので，（２×２）×２＝８（こ）のおはじきが
あると考えている。これを３６からひき算して，３６－８＝２８（こ）と求める。

　設問（3）■正答　１
　　　　　　■解説　�みすずさんの計算式は４×４＋６×２なので，４このおはじきが４組，６このお

はじきが２組のものを選ぶ。

１

２

３
４
５

おはじきの数を計算で求める問題について考える場面で，次のことができるかどうかをみる。
・おはじきの数を求める考え方を示した図を見て，それにあった式を選ぶことができる。
・おはじきの数を求める考え方を示した説明を読み，空欄にあてはまる式を求めることができる。
・おはじきの数の求め方を示した式が与えられるとき，その式の意味を理解することができる。
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4 年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

　　右の図で，あといは平行です。ア，イの角度は，それぞれ何度ですか。

　　　　　　 　ア 　　　　　　　　　　　　イ 　　　　　　　　　　　

　　右の平
へい

行
こう

四
し

辺
へん

形
けい

について，次の問題に答えましょう。

　（１）　角あの大きさは何度ですか。

　（２）　辺
へん

アエの長さは何 cm ですか。

　　右のひし形について，次の問題に答えましょう。

　（１）　角あの大きさは何度ですか。

　（２）　辺ウエの長さは何 cm ですか。

　　次の四角形について，いつでもあてはまるものを，あとの１から８までの中からすべて選
えら

んで，そ

の番号を書きましょう。

　（１）　平行四辺形	 （２）　ひし形

　（３）　長方形	 （４）　正方形

　　　１　向かい合った辺の長さが等しい。	 ２　向かい合った２組の辺が平行。

　　　３　辺の長さがみな等しい。	 ４　向かい合った角の大きさが等しい。

　　　５　角の大きさがみな等しい。	 ６　２本の対角線の長さが等しい。

　　　７　２本の対角線が垂
すい

直
ちょく

に交わる。	 ８　対角線がそれぞれのまん中の点で交わる。

１

２

３

４

単元「垂直・平行と四角形」　Ａ問題

アイ

120°
あ

い

3cm

ア

イ 5cm

70°

110°

ウ

エ

あ

ア

イ

3cm

50°
130°

ウ

エ
あ
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4 年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

単元「垂直・平行と四角形」　Ｂ問題

　　あさみさんは，ひな祭りのときに見た菱
ひし

餅
もち

の形にきょうみをもち，ひし形の作り方について，２通

りの方法を考えました。

　【方法１】　　　　　　　　　  【方法２】

	

　（１）　【方法１】で，ひし形が作れるわけを説
ぜつ

明
めい

しましょう。

　　あさみさんは【方法２】の③の切り方を変
か

えて，正方形を作ろうとしています。

　（２）　あさみさんの説明のように切って，ひらいた図形が正方形になるわけを説明しましょう。

　（３）�　あさみさんは【方法２】とは別
べつ

の折り方をして正方形を作ろうと考えました。下の【方法３】

のように折り，③でまっすぐに１回だけ切って，正方形を作ることができる切り方を説明しましょ

う。

　　　【方法３】

５

あさみ

右の図のエオで切って，三角形エオカをひらいたところ，

ひらいたときにできた図形は正方形になりました。

ア

ウ イ

① ② ③ ④

上の図のように，半径が等しい円
を２つかき，円の中心と２つの円
の交わった点を直線でむすぶ

正方形の折り紙を
ぴったり重なるよ
うに2つに折る

ぴったり重なる
ように，さらに
2つに折る

アイで切る 三角形アイウ
をひらく

はんけい お

ア

ウ

イ
① ② ③

ぴったり重なるよう
に2つに折る

ぴったり重なるように，
さらに2つに折る

エ

カ オ
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4 年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

単元「立方体と直方体，ものの位置の表し方」　Ａ問題

　　右の図の直方体のてん開図について，次の問題に答えましょう。

　（１）　頂
ちょう

点
てん

オと重なる頂点を書きましょう。

　（２）　辺
へん

クケと重なる辺を書きましょう。

　（３）　面おと平行な面を書きましょう。

　（４）　面いと垂
すい

直
ちょく

な面をすべて書きましょう。

　　右の図は，やすおさんの家の近くのようすを図

で表したものです。たとえば，ひさこさんの家の

位
い

置
ち

は，やすおさんの家の位置をもとにすると， 

（東２００ｍ，北１００ｍ）と表すことができます。

　（１）�　ゆう便局の位置は，やすおさんの家の位置を

もとにすると，どのように表すことができます

か。

　（２）�　やすおさんの家の位置をもとにすると，位置

を（東４００ｍ，北３００ｍ）と表すことができるものを，下の１から４までの中から１つ選
えら

ん

で，その番号を書きましょう。

　　　１　駅　　　　　　２　小学校　　　　　　３　図書館　　　　　　４　市役所

１

２

ア

イ

ウ

オ
ケ

ス

セ

コ

カ キ

サ

エ

あ

い

う

えお

ク

シ

か

600

500

400

300

200

100

（m）

図書館

駅

やすおさん
の家

100 200 300 400 500 600（m）

東→

↑
北

ゆう便局
びんきょく

小学校

市役所

ひさこさん
の家
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4 年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

　�　図１のような同じ大きさの５枚の正方形で作っ

たふたのない箱があります。この箱を図２のよう

に切りひらき，どこかの辺
へん

に同じ大きさの正方形

をつけてから，もう一度組み立てて，ふたのある

箱（立方体）を作ることにします。

　�　ゆうたさんは，ふたにしようとした正方形をいろいろな辺につけて試
ため

してみたところ，図２の太線

以
い

外
がい

の辺に，ふたにしようとした正方形をつけて組み立てても，立方体にならないことがわかりまし

た。そのわけをゆうたさんは次のように説
せつ

明
めい

しています。

　（１）　ゆうたさんの説明の中の 　　　 にあてはまる言葉を書きましょう。

　（２）�　ゆうたさんは，ふたのついた箱にできるかどう

か，いろいろと試しているときに，立方体のてん

開図にはいろいろな形があることに気づき，調べ

てみると全部で 11 種
しゅ

類
るい

あることがわかりました。

　　　�　図３は，ゆうたさんが調べた１１種類の立方体

のてん開図です。さらに，ゆうたさんは，組み立

ててできた立方体に図４のようなもようをつけた

あと，切りひらいて，もようがどのように配
はい

置
ち

されるのか，調べました。た

だし，向かい合う面には，それぞれ同じもようがかかれているものとします。

　　　�　図４の立方体を切りひらいたものを，下の１から４までの中から１つ選
えら

ん

で，その番号を書きましょう。

　　　１　　　　　　　　　　　　２

　　　３　　　　　　　　　　　　４

３

単元「立方体と直方体，ものの位置の表し方」　Ｂ問題

ゆうた

図２の太線以外の辺にふたにしようとした正方形をつけて組み立てると，ふたにしよ

うとしてつけた正方形が， 　　　　　　　　　　　　　　 ので，立方体にならないと

わかりました。

図１ 図２

図 3

図 4



 95

4年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

単元「面積」　Ａ問題

　　右の図のア，イ，ウの図形について，

次の問題に答えましょう。

　（１）　アとイの面
めん

積
せき

をくらべます。

　　　①�　面積が大きいのは，アとイのど

ちらの図形ですか。

　　　②　アとイの面積の差
さ

は何 cm2 ですか。

　（２）　ウの図形の面積を求
もと

めましょう。

　　たてが４００ｍ，横が７００ｍの長方形の形をした牧場の面積は，何 haですか。

　　次の図形の，色をぬった部分の面積を求めましょう。

　（１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）

　　面積が１２６m2 の長方形の土地があります。この土地のたて

の長さが９ｍのとき，横の長さは何ｍになりますか。

１

2

3

4

1cm

ア
イ

ウ

1cm

（式）

（答え）

（式）

（答え）

□m

126m29m

3cm

9cm

3cm

9cm

2m 2m

8m

2m 2m

2m 2m
2m

4m
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4年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

単元「面積」　Ｂ問題

　　図１に表したような形をした２つの土地あといがあります。

　（１）�　まりこさんたちは，図を使って土地あの面
めん

積
せき

の求
もと

め方を

考えています。

　　　　このとき， 　　　 にあてはまる，こうじさんの求め方を表す式を書きましょう。

　（２）�　みほさんは，こうじさんの考え方を見て，あといのような形を

した土地について，面積を変
か

えないで土地の形を長方形にできれ

ば，２つの土地を分ける線（ ）を，一直線にできることに気

がつきました。

　　　�　そこで今度は，図２に表したような形をした２つの土地うとえ

について，２つの土地を分ける線を，図３のように一直線にする

ことを考えました。このとき，アイの長さを何ｍにしたらよいで

すか。考え方と答えを，言葉と式を使って書きましょう。

５

（考え方）

（答え）

12m

12m 12m

4m

4m

16m 8m

6m

あ

い

図1

私は，右のように大きい長方形から

小さい長方形をひいて，

16× 12－ 8× 6の式で求めよう

と思います。

まりこ

私は，右のように３つの長方形に分けて，大きい長方形１つと小さい

長方形２つをたして，16×（12－ 6）＋ 4× 6× 2の式で求めよう

と思います。
みほ

私は，１つの長方形となるように，右のように図形を動かして，

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 の式で求めようと思います。こうじ

14m 10m

12m
16m

16m

8m
う え

図2

図3

2つの土地を分ける線

2つの土地を分ける線

ア イ
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4年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

　　次の 　　　 にあてはまる数を，数字で書きましょう。

　（１）　１直角は， 　　　 °です。

　（２）　４直角は， 　　　 °です。

　（３）　２７０°は， 　　　 直角です。

　（４）　右の図が表す角の大きさは，

　　　 　　　 直角です。

　　次のア，イの角の大きさはそれぞれ何度ですか。

　　１組の三角じょうぎを図のように置
お

いたとき，ア，イの角の大きさはそれぞれ何度ですか。

１

２

3

50

120

14
0

30
10

0
20

17
0

18
0

15
0

16
0

120
60

50

40 130

90
100110

8070
7080

60

100 110
40 150

160
17010

0
20

30

180

140

130

50

120

140

30
10

0
20

170
180

150
160

120
60

50

40130

90 100
110

80 70
70 80

60

10011
0

4015
0
16
0
17
0 10

0
20

30

18
0

14
0

130

（２）（１）

ア

イ

（２）（１）

ア

イ

単元「角の大きさ」　Ａ問題
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第４学年　算数　解説資料

　　■正答　ア…１２０°　　　イ…６０°
　　（1）■正答　１１０°　　　　　　　　　（2）■正答　５cm
　　（1）■正答　１３０°　　　　　　　　　（2）■正答　３cm
　　（1）■正答　１，２，４，８　　　　　　
　　（2）■正答　１，２，３，４，７，８
　　（3）■正答　１，２，４，５，６，８　　
　　（4）■正答　１，２，３，４，５，６，７，８
　　
１．出題の趣旨

２．各設問の趣旨
　設問（1）�円の中心と２つの円の交わった点までの長さはすべて同じ大きさの円の半径で，できた四

角形の４つの辺の長さがすべて等しくなることを理解し，説明できるかどうかをみる。
　設問（2）�開いた図形が正方形になる理由を２つの対角線の長さが等しいことや４つの角がすべて直

角になるひし形であることを述べて説明できるかどうかをみる。
　設問（3）�別の折り方をしたものについて，開いた図形が正方形になる切り方を，正しく説明できる

かどうかをみる。
３．学習指導要領における領域・内容
　設問（1）〜（3）…第４学年「Ｂ　図形」（1）ア（イ），（1）イ（ア）
４．評価の観点
　設問（1）～（3）…思考・判断・表現
５．正答と解説
　設問（1）■正答　�【例

れい

】円の中心から２つの円の交わった点までの長さは，すべて同じ大きさの円
の半

はん

径
けい

なので，できた四角形の４つの辺
へん

の長さがすべて等しくなるから。
　　　　　  ■解説　四角形のすべての辺が，円の半径になることから考える。
　設問（2）■正答　【例】ひらいた図形が，２本の対角線の長さが等しいひし形になるから。
　　　　　　　　　　　  （ひらいた図形が，角がみんな直角のひし形になるから。）
　　　　　  ■解説　�正方形は，長方形とひし形の両方の性質をもつ。切って開いた図形はひし形にな

るので，「２本の対角線の長さが等しい。」「角がみんな直角である。」という長方
形の性質をもったひし形になることを説明する。

　設問（3）■正答　【例】【方法３】の③でアイと平行になるようにまっすぐに切る。
　　　　　  ■解説　�「２本の対角線の長さが等しい。」「角がみんな直角である。」という長方形の性質

をもったひし形にする方法を考える。

１
２
３
４

５

単元「垂直・平行と四角形」（Ｐ. ９１～Ｐ. ９２）

ひし形や正方形を作る場面で，次のことができるかどうかをみる。
・コンパスを用いた方法でひし形が作れるわけを説明することができる。
・切って開いた図形が正方形になる理由を正方形の性質と照らし合わせて説明することができる。
・折り方を変えたものについて，開いた図形が正方形になる切り方を説明することができる。
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第４学年　算数　解説資料

　　（1）■正答　頂
ちょう

点
てん

ウ　　　　　（2）■正答　辺
へん

シサ（辺サシ）
　　（3）■正答　面か　　　　　　（4）■正答　面あ，面う，面お，面か
　　（1）■正答　（東１００ｍ，北３００ｍ）　　　（2）■正答　２
　　
１．出題の趣旨

２．各設問の趣旨
　設問（1）�ふたにしようとした正方形をつける位置によっては，組み立てたときに立方体にならない

ことを説明した文中の空欄に，適切な言葉をあてはめることができるかどうかをみる。
　設問（2）模様の入った立方体を切り開いた展開図を正しく選ぶことができるかどうかをみる。
３．学習指導要領における領域・内容
　設問（1）（2）…第４学年「Ｂ　図形」（2）ア（ウ），（2）イ（ア）
４．評価の観点
　設問（1）（2）…思考・判断・表現
５．正答と解説
　設問（1）■正答　【例

れい

】ふたの位
い

置
ち

にならず，ほかの面と重なってしまう
　　　　　　■解説　�図２の太線の辺に，ふたにしようとした正方形をつけて組み立てると，つけた正

方形がふたの位置にきて立方体ができるが，図２の太線以外の辺に，ふたにしよ
うとした正方形をつけて組み立てると，つけた正方形がふたの位置にならないで ,
ほかの面と重なってしまう。

　設問（2）■正答　１
　　　　　　■解説　選択肢２…組み立てると　と　の面が隣合ってしまうので，誤り。
　　　　　　　　　  選択肢３…組み立てると　と　の面が隣合ってしまうので，誤り。
　　　　　　　　　  選択肢４…組み立てると　と　の面が隣合ってしまうので，誤り。

１

２
３

単元「立方体と直方体，ものの位置の表し方」（Ｐ. ９３～Ｐ. ９４）

正方形を組み合わせて立方体を作ったり，立方体を切り開いて展開図を作ったりする場面で，次の
ことができるかどうかをみる。
・立方体ができない理由を説明した文中の空欄に適切な言葉をあてはめることができる。
・模様の入った立方体を切り開いて作った展開図について考えることができる。
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第４学年　算数　解説資料

　　（1）■正答　①…ア　　　②…３cm2

　　（2）■正答　１２cm2

　　■正答　２８ha
　　（1）■正答　（式）【例

れい

】９×９－３×３＝７２　　　　（答え）７２cm2

　　（2）■正答　（式）【例】４×（８－２）＝２４　　（答え）２４m2

　　■正答　１４ｍ
　　
１．出題の趣旨

２．各設問の趣旨
　設問（1）�複合図形の面積を３通りの考え方で示した内容について，特定の１つの考え方の意味を理

解し，適確な式を答えることができるかどうかをみる。
　設問（2）�複合図形の面積と等しい長方形を考えることで，２つの領域の境界の位置がどうなるかを

説明できるかどうかをみる。
３．学習指導要領における領域・内容
　設問（1）（2）…第４学年「Ｂ　図形」（4）ア（イ），（4）イ（ア）
４．評価の観点
　設問（1）（2）…思考・判断・表現
５．正答と解説
　設問（1）■正答　【例】１６×９
　　　　　　■解説　�こうじさんは，縦４ｍ，横３ｍの長方形２つを移動させて，縦１６ｍ，横９ｍの

１つの長方形として面積を求めようとしている。
　設問（2）■正答　（考え方）�【例】うの土地の面

めん

積
せき

は，１６×１４－１２×８＝１２８で，１２８m2

です。面積が１２８m2 の長方形の土地で，たての長さが１６ｍのとき，
横の長さは１２８÷１６＝８で，８ｍなので，アイの長さは，８ｍにす
ればよいです。

　　　　　　　　　　（答え）８ｍ
　　　　　　■解説　�図３の色がついた部分がうの土地の面積と等しいので，うの土地と等しい面積の

長方形で，縦の長さが１６ｍのとき，横の長さが何mになるかを求めればよい。

１

２
3

4
5

単元「面積」（Ｐ. ９５～Ｐ. ９６）

複合図形の面積を求める場面で，次のことができるかどうかをみる。
・面積を別々の考え方で求める場面から，その場面に合った求め方を考えることができる。
・複合図形の面積と等しい長方形を考えて２つの領域の境界の位置について説明することができる。
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第４学年　算数　解説資料

単元「角の大きさ」（Ｐ. ９７）

　　（1）■正答　９０	 （2）■正答　３６０
　　（3）■正答　３	 （4）■正答　２
　　（1）■正答　１３５°	 （2）■正答　３０３°
　　（1）■正答　１２０°	 （2）■正答　４５°

１

２
３
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4年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

　　９このおはじきを姉と妹で分けました。このときの，姉のおはじきの数と，妹のおはじきの数の関
かん

係
けい

を，表に書いて調べました。

　（１）　アにあてはまる数を書きましょう。

　（２）　姉のおはじきの数を□こ，妹のおはじきのを○ことして，□と○の関係を式に表しましょう。

　　１辺
ぺん

の長さが１cmの正方形を，右の図のように，

階だんの形に１だん，２だん，３だん，４だん…と

ならべていきました。このときの，だんの数と，ま

わりの長さの関係を，表に書いて調べました。

　（１）　アにあてはまる数を書きましょう。

　（２）�　だんの数を□だん，まわりの長さを○ cmとして，□と○の関係を正しく表した式を，下の１

から４までの中から１つ選
えら

んで，その番号を書きましょう。

　　　１　□＝○×４　　　　　２　○＝□×４

　　　３　□＝○＋４　　　　　４　○＝□＋４

　（３）　だんの数が５だんのとき，まわりの長さは何 cmですか。

１

２

単元「ともなって変わる二つの数量，数量の関係を表す式」　Ａ問題

姉のおはじきの数（こ） １ ２ ３ ４ …

妹のおはじきの数（こ） ８ ７ ア ５ …

だんの数　　  （だん） １ ２ ３ ４ …

まわりの長さ（cm） ４ ８ １２ ア …

1 だん 2だん 3だん 4だん
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4年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

　　ゆういちさんは，右の図のように，マッチぼうを正方形の形

に横にならべていき，このときできた正方形の数と，ならべる

マッチぼうの本数の関
かん

係
けい

を調べています。

　（１）　アにあてはまる数を書きましょう。

　　ゆういちさんは，正方形の数を△こ，マッチぼうの本数を○本として，△と○の関係を式に表すこ

との説
せつ

明
めい

をしています。

　（２）�　ゆういちさんの説明の中の 　①　 にあてはまる数を書きましょう。また， 　②　 にあてはま

る式を△と○を使って書きましょう。

� ① 　　　　　　　　　　　　　② 　　　　　　　　　 　　　　　　　

　（３）�　正方形の数が５２こになるようにマッチぼうをならべるとき，ならべるマッチぼうの本数は何

本になりますか。そう考えたわけを説明しましょう。

３

単元「ともなって変わる二つの数量，数量の関係を表す式」　Ｂ問題

（マッチぼうの本数）

（わけ）

・・・・

正方形の数とならべるマッチぼうの本数の関係を調べると，下の表のようになり

ました。

正方形の数　　　  （こ） １ ２ ３ ４ …

マッチぼうの本数（本） ４ ７ １０ ア …

ゆういち

はじめに，左はしにマッチぼう１本おいて， 　①　 本加
くわ

えると正方形が１つでき

ます。正方形の数を１つふやすには， 　①　 本つけたせばいいので，正方形の

数を△こ，マッチぼうの本数を○本として，△と○の関係を式に表すと，

 　　　②　　　 になります。

ゆういち
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第４学年　算数　解説資料

　　（1）■正答　６　　　　（2）■正答　□＋○＝９（○＝９－□，□＝９－○）
　　（1）■正答　１６　　　（2）■正答　２　　　（3）■正答　２０cm
　　
１．出題の趣旨

２．各設問の趣旨
　設問（1）表の空欄にあてはまる数を求められるかどうかをみる。
　設問（2）マッチ棒の並べ方の規則性を理解しているかどうかみる。また，正方形の数とマッチ棒の

本数の関係を，式で表せるかどうかをみる。
　設問（3）ある特定の数の正方形をつくるときに必要なマッチ棒の本数が何本になるかを求め，その

ように考えたわけを説明できるかどうかをみる。
３．学習指導要領における領域・内容
　設問（1）…第４学年「Ｃ　変化と関係」（1）ア（ア）
　設問（2）…第４学年「Ａ　数と計算」（6）ア（ウ）
　設問（3）…第４学年「Ｃ　変化と関係」（1）ア（ア），（1）イ（ア）
４．評価の観点
　設問（1）（2）…知識・技能
　設問（3）…思考・判断・表現
５．正答と解説
　設問（1）■正答　１３
　　　　　　■解説　�正方形の数が１こ，２こ，…と増えるにつれて，マッチ棒の本数は，３本ずつ増

えているので，１０＋３＝１３で，求めるマッチ棒の本数は，１３本である。
　設問（2）■正答　①…３　　　②…【例

れい

】○＝３×△＋１
　　　　　　■解説　�表の値から，マッチ棒の本数は，正方形の数が１こ増えるごとに３本ずつ増えて

いることがわかる。左端のマッチ棒を１本並べたあとに，３本つけたすと，正方
形が１つできるので，△と○の間には，○＝３×△＋１の関係がある。

　設問（3）■正答　（マッチぼうの本数）１５７本
　　　　　　　　　  （わけ）�【例】正方形の数が５２こなので，（２）②で求めた式の△に５２をあては

めて考えると，ならべるマッチぼうの本数は，○＝３×５２＋１＝１５７
で，１５７本になります。

　　　　　　■解説　（2）②で求めた式の△に，正方形の数である５２をあてはめて考える。

１
２
3

単元「ともなって変わる二つの数量，数量の関係を表す式」（Ｐ. １０２～Ｐ. １０３）

ともなって変わる二つの数量についての資料を読み取る場面で，次のことができるかどうかをみる。
・ともなって変わる二つの数量についての表の空欄にあてはまる数を求めることができる。
・ともなって変わる二つの数量の間に規則性を見出し，式に表すことができる。
・表や式から，ともなって変わる二つの数量関係の特徴をふまえた説明をすることができる。
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4年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

単元「データの分類整理」　Ａ問題

　　４年２組の４０人について，とび箱と一
いち

輪
りん

車
しゃ

の好
す

ききらいを調べたところ，次のような結
けっ

果
か

になり

ました。

　　　・とび箱が好きな人…………………………３２人

　　　・一輪車が好きな人…………………………２７人

　　　・とび箱と一輪車のどちらも好きな人……２４人

　（１）　下の表を完
かん

成
せい

させましょう。

　（２）　とび箱が好きな人の中で，一輪車がきらいな人は，何人ですか。

　（３）　とび箱と一輪車のどちらもきらいな人は，何人ですか。

　　右の折
お

れ線グラフは，福
ふく

岡
おか

県の１年間の気温の変
か

わり方を表しています。

　（１）　５月と同じ気温の月は，何月ですか。

　（２）　３月と９月の気温のちがいは何度ですか。

　（３）�　気温の上がり方がいちばん大きかったの

は，何月から何月までの間ですか。

１

２

一輪車
合計

好き きらい

とび箱
好き

きらい

合計

スポーツ種
しゅ

目
もく

の好ききらい調べ （人）

福岡県の１年間の気温の変わり方

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（度）
30

25

20

15

10

5

0
（月）

　　　　　（月から）　　　　　（月までの間）
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4年（　　）組（　　）番　　名前（　　　　　　　　　）

単元「データの分類整理」　Ｂ問題

　　みきさんは，平成１９年度から平成２８

年度までの博
はか

多
た

港
こう

の外国航
こう

路
ろ

のおよその年

間乗
じょう

降
こう

客
きゃく

数
すう

の変
か

わり方について，調べてみ

ました。

　（１）�　図１は，みきさんが調べた平成１９年度から平成２８年度までの博多港の外国航路のおよその

年間乗降客数の変わり方について折
お

れ線グラフにまとめたものです。これを見ると，平成１９年

度から平成２５年度までの変わり方と，平成２５年度から平成２８年度までの変わり方には，ち

がいがあることがわかります。そのちがいについて，説
せつ

明
めい

しましょう。

　（２）�　みきさんは，さらにインターネットで調べていくうちに，図１の博多港の外国航路の年間乗降

客数は，韓
かん

国
こく

航路と不定期航路の２つの年間乗降客数を合わせたものであることを知りました。

そのことにきょうみをもったみきさんは，平成１９年度から平成２８年度までの韓国航路の年間

乗降客数と不定期航路の年間乗降客数について，調べてみました。図２と図３は，それぞれみき

さんが調べた韓国航路と不定期航路のおよその年間乗降客数をぼうグラフにまとめたものです。

平成２５年度から平成２８年度までの博多港の年間乗降客数が，図１のように変わったわけを，

図２と図３のぼうグラフを見て，説明しましょう。

３
博多港の年間乗降客数の変わり方

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

（万人）
250

200

150

100

50

0

図１

平成 （年度）

韓国航路の年間乗降客数

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

（万人）
200

150

100

50

0

図 2

平成 （年度）

不定期航路の年間乗降客数

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

（万人）
200

150

100

50

0

図 3

平成 （年度）
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第４学年　算数　解説資料

単元「データの分類整理」（Ｐ. １０５～Ｐ. １０６）

　　（1）■正答　右の表
　　（2）■正答　８人
　　（3）■正答　５人
　　（1）■正答　１０月
　　（2）■正答　１４度
　　（3）■正答　３（月から）４（月までの間）
　　
１．出題の趣旨

２．各設問の趣旨
　設問（1）平成１９年度から平成２５年度までの折れ線グラフの変化の仕方と，平成２５年度から平

成２８年度までの折れ線グラフの変化の仕方について，その傾向の違いを言葉で説明でき
るかどうかをみる。

　設問（2）平成１９年度から平成２８年度までの韓国航路の年間乗降客数と不定期航路の年間乗降客
数についての棒グラフをみて，平成２５年度から平成２８年度までの年間乗降客数が急増
した理由を考え，言葉で説明できるかどうかをみる。

３．学習指導要領における内容・領域
　設問（1）（2）第４学年「Ｄ　データの活用」（1）イ（ア）
４．評価の観点
　設問（1）（2）…思考・判断・表現
５．正答と解説
　設問（1）■正答　�【例

れい

】平成１９年度から平成２５年度まではふえたりへったりしていて，平成
２５年度から平成２８年度まではふえ続

つづ

けている。
　　　　　　■解説　�平成１９年度から平成２５年度までは，６０万人から９０万人の範囲で推移

しているが，平成２５年度以降は，年々急増化しており，平成２８年度では，
２１０万人にまで達している。

　設問（2）■正答　�【例】平成２５年度から平成２８年度までの博
はか

多
た

港
こう

の年間乗
じょう

降
こう

客
きゃく

数
すう

が図１のよう
に変

か

わったのは，図２から韓
かん

国
こく

航
こう

路
ろ

の年間乗降客数はあまり変わらないが，図３
から不定期航路の年間乗降客数が急にふえたためと考えられる。

　　　　　　■解説　�韓国航路の年間乗降客数は，平成１９年度から平成２８年度までであまり変化は
なく，４０万人から８０万人の範囲で推移しているが，不定期航路の年間乗降客
数は，平成２５年度以降に急増化していることに着目して理由を書く。

１

２

３

一輪車
合計

好き きらい

とび箱
好き ２４ 　８ ３２

きらい 　３ 　５ 　８

合計 ２７ １３ ４０

スポーツ種
しゅ

目
もく

の好ききらい調べ （人）

資料を読み取る場面で，次のことができるかどうかをみる。
・与えられた折れ線グラフの変化の仕方の傾向の違いを説明することができる。
・複数のグラフから，資料の変わり方の理由を正しく読み取り，それを説明することができる。


